
2021 年度 第 2 回 農村計画本委員会議事録 

日時｜ 2021.10.29 / 10:30-12:30 

場所｜ ONLINE（Zoom） 

出席｜ 委員長｜神吉紀世子（京都大） 

幹 事｜齋藤雪彦（千葉大） 本塚智貴（明石高専）  野田満（東京都立大・記録） 

委 員｜糸長浩司（日本大） 鈴木孝男（新潟食料農業大） 大沼正寛（東北工業大） 

菊地義浩（仙台高専） 田口太郎（徳島大）  山本幸子（筑波大） 

上村真仁（筑紫女学園大）不破正仁（東北工業大）  友渕貴之（宮城大） 

柴田祐（熊本県立大） 青木佳子（東京大）  山口秀文（神戸大） 
森⽥椋也（徳島⼤） 藤原ひとみ（有明⾼専）  坂本淳⼆（摂南⼤） 
佐藤栄治（宇都宮⼤） 岡⽥知⼦（⻄⽇本⼯業⼤） ⽊下勇（⼤妻⼥⼦⼤） 
加藤栄司（地域問題研究所） 

事務局｜伏見朋枝（AIJ）   

以上 24名（順不同） 

Ⅰ.確認事項 

前回本委員会（21/7/7）議事録 

 

Ⅱ.報告事項 

委員会等における女性会員の参画機会の拡大【資料No.1】 

・農村計画は比較的割合高（20.6%）、引き続き検討 

 

2022 年度開始特別研究委員会設置提案書【資料No.2】 

・原発長期災害対応特別研究委員会 → 既に承認済（審査委員会で審査中） 

 

小委員会活動成果報告書の提出依頼【資料No.3】 

・概ね例年通り、改めてアナウンス予定 

 

2019-2020 年度調査研究委員会活動報告会の活動評価に対するコメント【資料No.4】 

・委員会内で共有、確認 

 

催し物実施企画：研究会「少人数社会のかたち#04：内なる力による新たな取り組み」【資料No.5】 

・通信審議にて承認済 

 

Ⅲ.審議・懇談事項 

2022 年日本建築学会大賞業績候補の推薦【資料No.6】 

・住田先生を推薦、建築社会システム本委員会及び学会近畿支部との合同による推薦も検討 

 

2022 年日本建築学会文化賞候補業績の推薦【資料No.7】 



・引き続き検討 

 

2023 年学会賞選考委員会委員（論文部会）候補の推薦【資料No.8】 

・山崎義人先生留任 

 

2023 年日本建築学会奨励賞選考委員会委員候補の推薦【資料No.9】 

・平田隆行先生退任、工藤和美先生留任 → 野田満先生を新たに推薦 

 

論文集委員会委員の推薦【資料No.10】 

・山口秀文先生、菊池義浩先生退任、野田満先生留任 → 鈴木孝男先生、本塚智貴先生を新たに推薦 

 

技術報告集委員会委員の推薦【資料No.11】 

・加藤英司先生退任、下田元毅先生留任 → 上村真仁先生を新たに推薦 

 

2022 年度大会に関する検討依頼【資料No.12】 

・OS → 集落居住及びルーラルデザイン小委員会で引き続き検討（主題＋主旨文 11/24 提出、11 月末確定） 

・研究集会 → 集落復興小委員会で引き続き検討（提案書 11/24 提出、11月末確定） 

・細分類/細々分類 → 委員長預かり 

 

農村計画委員会委員長選挙内規【資料No.13】 

・委員会内で共有、確認、幹事中心に運営 

 

2021 年度日本建築学会大会（東海）学術講演会農村計画委員会若手優秀発表賞候補者【資料No.14】 

・表記 4名で承認 

 

催し物実施報告：研究会「少人数社会のかたち#03」【資料No.15】 

・表記の通りで承認 

 

催し物実施計画：研究会「農村計画者は地域に貢献できているか～あなたの計画論とは～」【資料No.16】 

・表記の通りで承認（タイトルのみ再考、11/5 迄） 

 

催し物実施計画：研究会「少人数社会のかたち#0漁業と観光の結節点（異なる組織の協働の在り方）」【資料No.17】 

・表記の通りで承認 

 

WG設置申請：農村計画 SDGs 対応WG【資料No.18】 

・表記の通りで承認 

 

次年度に向けた農村計画委員会改組検討【資料No.19】 

・全ての小委員会・WGが廃止申請書を提出済 

・小委員会の継続/廃止は以下の通り、継続する小委員会は主査幹事の選定や委員の人選等適宜進めていく 

  ルーラルデザイン  →継続（を前提に名称変更等検討） 

  集落居住   →継続 



  集落の包括再編モデル →廃止 

  集落復興   →継続 

  農村地域構造分析・計画論 →継続またはWGへ移行 

  農村地域づくり  →継続 

・小委員会（またはWG）の新規設置については引き続き検討 

  文化的景観（仮称）（不破）【資料No.20】 

  沿岸集落計画（仮称）（友渕） 

・設置申請書及び活動計画書を 11/24迄に提出（委員数は 5-15 名、現時点ではコアメンバーのみ記載でOK） 

 

以上 


